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KAKEHASHI Project（招へいプログラム）  

米国（日系人青少年第 3陣）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、米国より日系人大学生・大学院生 56

名が来日し、日本の政治、社会、歴史及び外交政策に関する理解促進や、日本の魅力等

の積極的な発信を目指し、平成 28年 3月 15 日から 3月 22 日までの 7泊 8日の日程で

プログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

米国 56 名 

 

３．訪問地 

東京都、神奈川県、石川県 

 

４．日程    

3 月 15 日（火） 成田国際空港より入国 

3 月 16 日（水） 来日時オリエンテーション、【講義】内閣府 

        【視察】海外移住資料館 

3 月 17 日（木） 石川県に移動 

        【学校交流】金沢大学 

        【歴史的建造物視察】金沢城公園 

3 月 18 日（金） 【歴史的建造物視察】日用神社、那谷寺 

        【地方自治体表敬】小松市役所 

        【地場産業/伝統文化体験】有限会社のむら農産 

        【ホームステイ対面式】 

3 月 19 日（土） 【ホームステイ】 

3 月 20 日（日） 【ホームステイ歓送会】、【ワークショップ】 

3 月 21 日（月） 東京へ移動 

報告会（訪日成果・帰国後活動計画発表） 

【講義】日本 IBM 株式会社 

3 月 22 日（火）  【歴史的建造物視察】明治神宮・原宿 

成田国際空港より出国 
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５．KAKEHASHI Project プログラム記録写真  

米国（日系人青少年）訪日団第 3陣の記録 

 

 

3/16【講義】内閣府（東京） 3/16【視察】海外移住資料館（横浜市） 

  

3/17【歴史的建造物視察】金沢城公園（金沢

市） 
3/17【学校交流】金沢大学（金沢市） 

  

3/17【地方自治体表敬】小松市役所（小松市） 3/18【歴史的建造物視察】日用神社（小松市） 



 

3 

  

3/18【歴史的建造物視察】那谷寺（小松市） 
3/18【地場産業/伝統文化体験】有限会社の

むら農産（小松市） 

  

3/20【ホームステイ歓送会】（小松市） 3/21 報告会（東京） 

 

 

６．参加者の感想   

 

◆ アメリカ 大学生 

とても優しくて親切な日本の皆さまのおかげで私たちは素晴らしい時間を過ごすこ

とができました。私は講義をとおして、働く女性やその考え方を学び、日本に対して、

自分が今まで思っていた事とは違うことがわかりました。この素晴らしい経験を日系ア

メリカ人のコミュニティで分かち合いたいと思います。滞在中、日本の文化に常に触れ

ていましたが、それでもまだ尚、本当の日本については知らないことが沢山あるとも感

じています。 

 

◆ アメリカ 大学生 

 私はお寺を訪問してその歴史と文化を学びました。滞在中私が出会った全ての日本人

の親切な気質をアメリカで伝えていきたいと思います。様々な点において、アメリカと

日本は異なっていました。両国の友好関係が引き続き継続されるため、また発展のさせ

ていくために、貢献していければと思っています。 
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◆ アメリカ 大学生 

 日本の社会や文化は、アメリカが見習うべきものでした。日本人は、他者を心から尊

重します。これは、日本人のおもてなしの心や礼儀正しさ、他人をおもいやる態度から

感じとることができます。日本について共有したいもう一つの面は、日本の美しさです。

非日系人の中では、日本は最新の技術、アニメ、しっかりとした職業倫理感を持つ社会

だと見られており、日本の美しさは正しく評価されていません。 

 

◆ アメリカ 大学生 

 日本での滞在中、最も印象深かったのは、小松の文化です。日本へは以前来たことが

ありますが、今回の小松市で体験したことは、多くの初めてのことで溢れていました。

小松市は観光地として人気のある金沢市の隣にあるため、見過ごされがちであり、外国

人と触れ合う機会も少ないと言っていました。観光地が少ないにも関わらず、小松市は

文化と美しさに溢れていました。ホームステイの家族と一緒に過ごした時間の中で、私

は剣道、茶道、書道、お箸とハンカチ作り、着物の着付け等の色々な活動に参加できま

した。お好み焼を作り、神社へも行きました。もし私がカリフォルニアでホームステイ

をすることになったら、彼らをこんなに多くの文化活動に連れて行くことができないで

しょう。私は、帰国後、私が感じた文化の違いや素晴らしさを共有していきたいです。 

 

７．参加者の報告会での報告内容(帰国後の発信計画)/ プログラム中の発信内容 

  

アクションプラン Facebook 発信 

  

アクションプラン Facebook 発信 

 


